
千葉県立障害者テクノスクール
（ちばテク障害者校）

オンライン説明会

「やりたい」を「できる」に ！
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本日の説明内容
2

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入学選考について



本日の説明内容
3

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入校選考について



１ 千葉県立 テクノスクールとは？
4

□千葉県が設置する職業能力開発校

▸就職に必要な知識や技術を習得するための公共職業訓練施設

□公共職業訓練とは、

▸就職や転職に必要な知識・技能を無料で学べる公的制度。

▸失業中や未経験者が利用でき、スキル習得と就職支援

 を同時に受けられる仕組み。
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就職

・低賃金・不安定雇用

・長時間労働 

生活費で精一杯    

・貯金できない      

・急な出費に弱い    

・常に金銭不安 

自己投資できない  

・資格・学び直し不可

・転職活動の余裕なし

 ・情報不足 

心身の疲弊        

・長時間労働        

・体調悪化          

・意欲・自信低下 

選択肢がさらに減少

・条件の悪い仕事へ  

 ・抜け出せない 

職
業
訓
練

就
職
支
援

公共職業訓練が必要とされる場面

援
護
措
置

生
活
指
導

職業訓練校
にて実施



千葉県内のテクノスクール

市原校
自動車整備科

溶接非破壊検査科

塗装科

ビルメンテナンス科

障害者テクノスクール
情報技術科 ＤＴＰ・Ｗｅｂデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

情報事務科 ＰＣビジネスコース
職域開拓コース

基礎実務科 基礎実務コース（１年）
短期実務コース（６ヶ月）

旭校
自動車整備科

ＮＣ機械加工科

東金校
空間デザイン科

建築科

左官技術科

我孫子校
ＮＣ機械加工科

造園科

事務実務科
(知的障害の方対象)

船橋校
機械技術科

システム設計科

冷凍空調設備科

金属加工科
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本日の説明内容
7

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入校選考について



本校の目的

就職に必要な基礎的知識やPC等の技能を習得

職業人として自立をするために必要な職業訓練

就職

職業能力開発促進法に基づく公共職業訓練
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資格取得職業訓練

障害のある方の職業訓練校

一年間



障害者テクノスクール

場所・アクセス方法

9

所在地

〒266-0014

千葉県千葉市緑区大金沢町470



障害者テクノスクールの場所・アクセス方法
10



障害者テクノスクールの場所・アクセス方法 11

[電車・バス]
JR外房線 鎌取駅

京成電鉄千原線 ちはら台駅

よりバス１０分



障害者テクノスクールの場所・アクセス方法 12

[車・バイク・自転車]

登校可能

駐車場完備

一部 車椅子用駐車 有



13
寮に関して

⑴ 身体に障害がある方で通校が困難な方が入寮可。
（日曜の夕方から金曜の夕方まで）

⑵ 寮の利用料は無料。 食費は自己負担。
寝具・日用品は各自でご用意願います。

月 火 水 木 金 土 日

寮 寮 寮 寮
(夕方)

自宅 自宅
(夕方)

寮
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寮に関して



15

寮に関して



16

寮に関して



17
食事に関して

■ 食堂があります。

朝 ３５０円 昼 ４５０円 夕 ４１０円

▸朝・夕は、寮生のみが利用可

▸教室では食事はできません

▸除去食等の個別対応はできません

▸お弁当等の持ち込みも可

(電子レンジ・給湯ポット・オーブントースター完備)
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食事に関して



19
食事に関して



20
食事に関して



障害者テクノスクールで必要な経費

⑴ 授業料無料。

⑵ 訓練に必要な工具道具類などは無償で貸与。

⑶ 教科書や作業服代等は自己負担。

21

その他

⑴ 入校選考料無料。

⑵ 入校前の健康診断の費用は自己負担。

⑶ 訓練生保険は自己負担。
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援護措置に関して

⑵要件を満たし、公共職業安定所長の指示を受けて入校された方

 ・雇用保険が引き続いて支給される場合があります。

 ・訓練手当が支給される場合があります。

⑶⑵に当てはまらない方でも

・職業訓練受講給付金に該当する場合があります。

 

⑴１年コース通校生には定期運賃の学生割引が適用されます。

(詳しくは、HW専門援助の窓口にお問合せ下さい。)

通校費支給
車両通校対象

(距離に応じて)



校内の訓練及び支援体制に関して 23

• 健康管理

• 相談・助言

• 就職相談

• HW、企業との連絡・調整
（見学、実習、紹介状など）

• 相談

• 助言および指導

• 専門の職業知識を持つ

• 職業訓練指導員が指導
コース
担当

精神保健
福祉士

看護師
就職

担当

訓練生

実務経験や指導経験が豊富な

講師陣



■障害者手帳をお持ちの方

▸身体障害、精神障害、発達障害、知的障害、高次脳機能障害の方

■精神・発達障害の方は、主治医の意見書等により
 精神障害があると判断された方も応募可能

■難病の方

訓練対象者に関して
24



▸義務教育卒業以上 ▸年齢の上限はありません。

▸精神発達障害の方が５割を超えています。

訓練生に関して 25

■ 年齢層はさまざまで、若年層から中高年まで幅広く在籍して
います。

■ 精神障害・発達障害のある方が過半数を占めています。
▸精神・発達障害の方は障害者手帳申請中で入校される方もいます。

■ 就労経験も新卒者から転職希望者、定年退職後の方など
多様です。



本日の説明内容
26

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入校選考について



３ 訓練コースについて
27

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース 職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

■障害や訓練内容に応じた６コース



対象について
28

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



応募対象者について
29

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

応募できる方
身体障害、精神障害、発達障害、知的障害、難病、高次脳機能障害の方

応募できる方
精神障害、発達障害、
高次脳機能障害のある方



訓練期間について 30

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース 職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

一年訓練(４月～翌年３月)

半年訓練(７月・１月開校)



訓練時間について
31

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

７時間訓練

５時間訓練
(６時間訓練)



日課に関して 32

朝 礼・体 操 ８：５０～ ９：００

1時間目 ９：００～ ９：５０

2時間目 ９：５０～１０：４０

休憩 １０：４０～１０：５０

3時間目 １０：５０～１１：４０

昼食 １１：４０～１２：４０

4時間目 １３：３０～１４：２０

5時間目 １３：３０～１４：２０

休憩 １４：２０～１４：３０

6時間目 １４：３０～１５：２０

7時間目 １５：２０～１６：１０

７時間訓練 DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

基礎実務コース

短期実務コース

▸一コマ ５０分



日課に関して 33

朝 礼・体 操 ８：５０～ ９：００

1時間目 ９：００～ ９：５０

2時間目 ９：５０～１０：４０

休憩 １０：４０～１０：５０

3時間目 １０：５０～１１：４０

昼食 １１：４０～１２：４０

4時間目 １３：３０～１４：２０

5時間目 １３：３０～１４：２０

朝 礼・体 操 ８：５０～ ９：００

1時間目 ９：００～ ９：５０

2時間目 ９：５０～１０：４０

休憩 １０：４０～１０：５０

3時間目 １０：５０～１１：４０

昼食 １１：４０～１２：４０

4時間目 １３：３０～１４：２０

5時間目 １３：３０～１４：２０

休憩 １４：２０～１４：３０

6時間目 １４：３０～１５：２０

５時間訓練 ６時間訓練 職域開拓コース

訓練当初
５時間訓練

1月以降
６時間訓練

▸一コマ ５０分



▸ 修了には、一定の出席率が必要となります。

▸ 遅刻・早退・欠席が多く、一定の基準を満たさない場合

 は、退校となることがあります。

▸ 訓練内容の習得および前向きな就職活動への取組が

修了の前提となります。

修了に関して
34

■体調や状況に応じて早めに相談していただくことで
 一緒に考えていくことができます。



各コースの説明

35



各コースについて
36

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第一課 情報技術科

ＤＴＰ・Ｗｅｂデザインコース

【１年コース：定員１０名 】

▪ Desk Top Publishing

▪コンテンツ制作

▪デジタル編集技術

▪商業印刷物作成に関する知識・技能

▪Ｗｅｂサイト作成の知識・技能

▪動画作成スキル

▪文書作成・表計算等のコンピュータ基礎知識

37



訓練第一課 情報技術科

ＤＴＰ・Ｗｅｂデザインコース
月 火 水 木 金

1

エクセル

ＤＴＰ概論

フォトショップ
就職基礎知識 パワー

ポイント
2 イラスト

レータ3 SST／ワード

昼休み

4
ワード

デザイン

ワード

イラスト
レータ

ワード

5

イラスト
レータ

イラスト
レータ

6
イラスト
レータ

7 体育

日課表例

38



訓練第一課 情報技術科 39

取得可能資格

•クリエイター能力認定試験[Photoshop・Illustrator]
（スタンダード・エキスパート）

•ワープロ検定（3級～1級）

•Excel検定（3級～1級）

•色彩検定（3級・2級）

ＤＴＰ・Ｗｅｂデザインコース



各コースについて
40

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第一課 情報技術科

福祉住環境・ＣＡＤコース

【１年コース：定員１０名 】
▪ ＣＡＤ操作技術

▪建築CADに関する知識・技能の習得

▪福祉住環境コーディネーターの資格取得

（バリアフリー住宅・リフォーム）

▪建築知識、福祉制度

や疾病特性の知識・理解

▪文書作成・表計算等の

コンピュータ基礎知識

41



訓練第一課 情報技術科

福祉住環境・ＣＡＤコース 日課表例

月 火 水 木 金

1

法規
ワード
エクセル

福祉
住環境

就職基礎知識
構造2

3 SST／ワード

昼休み

4

製図 製図 ＣＡＤ
パワー
ポイント

計画
5

6
デザイン

7

42



訓練第一課 情報技術科

福祉住環境・ＣＡＤコース

43

取得可能資格

・建築CAD検定（3級・准２級・2級）

・福祉住環境コーディネーター検定（3級・2級）

・ワープロ検定（3級～1級）

・Excel検定（3級～1級）



各コースについて
44

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース
職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第一課 情報事務科

ＰＣビジネスコース

【１年コース：定員２０名 】
▪ビジネス文書の作成、データ処理

▪表計算・プレゼンテーション

▪仕入れ・在庫管理・出荷処理

▪簿記・会計

▪簿記資格の取得

▪売上管理等

45



訓練第一課 情報事務科

ＰＣビジネスコース 日課表例

月 火 水 木 金

1

簿記 簿記 簿記
就職基礎知識

簿記2

3 SST／電卓

昼休み

4
電卓 秘書 計算実務

入力練習 入力練習

5

ワード ワード6 入力練習
体育

入力練習

7 エクセル エクセル

46



訓練第一課 情報事務科

ＰＣビジネスコース

47

取得可能資格

•ワープロ検定（3級～1級）

•Excel検定（3級～1級）

•全経簿記検定（3級～1級）

•日商簿記検定（3級・2級）

•秘書検定（3級・2級）

・計算実務検定（3級～1級）

・電卓検定（3級～1級）



各コースについて
48

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第一課 情報事務科

職域開拓コース 【１年コース：定員１０名 】

◼ ストレスや疲労のセルフマネージメント

◼ パソコンによるデータ処理・入力作業

◼ 簡易事務作業
（ファイリング作業など）

◼ 清掃や倉庫内作業を
イメージした実務訓練

49



訓練第一課 情報事務科

職域開拓コース 日課表例

月 火 水 木 金

１ ミーティング

２ ＳＳＴ
PC操作実習 PC操作実習

事務処理実習
事務処理実習

３ 体育 就職基礎知識

昼休み

４
PC操作実習 接遇マナー PC操作実習 作業系実習 事務処理実習

５

50



訓練第一課 情報事務科

職域開拓コース

51

取得可能資格

•秘書検定（3級・2級）

•ワープロ検定（3級～1級）

•Excel検定（3級～1級）

•電卓検定（3級～1級）



各コースについて
52

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第二課 基礎実務科

基礎実務コース 【１年コース：定員２０名 】

▪生産、流通等の各種作業訓練

▪基礎的技能の習得

▪職業人として必要な社会適応
能力の養成

事務・販売（流通）
清掃
木工・縫製
パソコン
農業
コミュニケーション

53



訓練第二課 基礎実務科

基礎実務コース 日課表例

月 火 水 木 金

1
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ／
製作実習

縫製
or
木工

事務・販売
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ／
農業実習

体育

2 就職
基礎知識3

昼休み

4

清掃実習
縫製
or
木工

事務・販売 ＰＣ実習 ＰＣ実習
5

6

7

54



訓練第二課 基礎実務科

基礎実務コース

55

取得可能資格

・ワープロ検定（4級～3級）

・Excel検定（3級）



各コースについて
56

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース

職域開拓コース

基礎実務コース

短期実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象



訓練第二課 基礎実務科

短期実務コース

【６か月コース：前期・後期定員各５名 】

▪各種サービス業の実習

▪パソコンの基本操作

▪職場規律の習得

▪作業習慣などの習得

▪校内訓練と職場実習

57



訓練第二課 基礎実務科

短期実務コース 日課表例

月 火 水 木 金

1

PC実習
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
実習

事務・販売 農業実習

体育

就職
基礎知識

2

3

昼休み

4
清掃実習

PC実習 事務・販売 就職基礎知識 清掃実習
5

6 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実
習7
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訓練第二課 基礎実務科

短期実務コース

【６か月コース：前期・後期定員各５名 】

59

取得可能資格

・ワープロ検定（4級～3級）

・Excel検定（3級）



本日の説明内容
60

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入学選考について



４ 就職活動について 61

▸訓練中から就職を見据えた支援

▸特性や希望に合った仕事選び

▸書類作成・面接練習

▸企業実習・見学でミスマッチ防止

▸就職後の定着支援まで対応



就職状況について（令和元年度～令和６年度）

就職率７６.４％就職状況
（R1～R６）

就職者１６５名

62

令和６年度就職率 ８８．２％



就職活動に関して 63

入

校 修
了

就
職

就
職
希
望
調
査

個
人
面
談

合同面接会

求人への応募

企業実習

企業見学

５月 ５月４月

随時
夏休み以降（９月）以降より本格化

「すぐ、来てほしい・すぐ、働きたい」場合 就職退校

就職後の1年間を目安に定着支援を行います。



就職基礎知識①
64

第1回 オリエンテーション

第2回 ハローワークインターネット検索

第2回 求人票の見方

第3回 業界・業種・職種 、特例子会社･A型事業所

第4回 さまざまな支援機関  敬語･慣用表現

第5回 自己分析・合理的配慮

第6回 第一印象・面接のマナー

第7回 特別講話 障害年金を良く知ろう

第8回 さまざまな検査 SPI模試①②

第9回 履歴書の書き方、職務経歴書・自己PR書の書き方

第10回～12回 履歴書の書き方、職務経歴書・自己PR書作成

▸就職担当が講義、特別講話の開催等の訓練を行っています。



就職基礎知識②
65

第13回 実習と応募の流れ

第14回 面接前の質問内容（基礎）

第15回 特別講話 「特例子会社について」

第16回 模擬面接について・面接のマナー

第17回 模擬面接対策

第18回 模擬面接対策

第19回 ビジネスメールの送り方

第20回 千葉就職面接会オリエンテーション

第21回 特別講話 「なかぽつについて」

第22回 就職基礎まとめ(最終回)

▸随時、企業説明会を開催しています。



本日の説明内容
66

１ テクノスクールとは？

２ 障害者テクノスクールの概要

３ 訓練コースについて

４ 就職活動について

５ 入校選考について



身体障害・知的障害・精神障害・発達障害・高次脳機能障害・難病などを有する方で、

次の全ての要件を満たしている者が対象となります。

①義務教育を修了している方、または修了見込みの方。

②障害のある方で職業人として自立が見込まれる方。

③職業訓練に耐えることができると認められる方。

④障害の症状が固定している方。

⑤集団生活に適応できる方。

⑥当該コースの技能習得に意欲のある方。

⑦訓練受講に家族等の理解と協力が得られる方。

⑧ハローワークに求職登録をしている方。

■基本的に障害者手帳をお持ちの方が対象です。
※精神・発達障害の方に関しては、主治医の意見書により精神障害があると
判断された方も対象となります。

※難病の方も対象です。

応募に関して 67



応募の流れ

1 見学・相談

2 求職登録

3 応募書類の提出

4 入校選考

事前に本校を見学・オープンキャンパスへの参加をお勧めしています。

応募書類は当校、ハローワーク、県庁産業人材課などに置いてあります。

お住いの地域を管轄するハローワークに求職登録をしてください。

①入校願書（当校指定様式。6か月以内に撮影した写真貼付。）
②選考受付票（当校指定様式）
③障害者手帳等の写し
（手帳がない方は、主治医の意見書等の写し等）

④社会生活等状況確認書（当校指定様式）
※精神・発達障害者の方（重複障害の方も含む）

［障害者テクノスクール］

［ハローワーク］

［ハローワーク］

［障害者テクノスクール］
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入校選考

<身体障害者向けコース>
DTP・Webデザインコース、福祉住環境・CADコース、PCビジネスコース

適性検査・作業検査・面接・学科試験（国語、数学）

<精神発達障害者対象・知的障害者向けコース>
基礎実務コース、短期実務コース、職域開拓コース

適性検査・作業検査・面接

（参考）学科試験過去問題 HPにて公開中

69



入校選考日程

令和８年度生 １年コース
（訓練期間 令和８年４月～令和９年３月）

70

日程 募集期間 選考日 合格発表

Ａ日程 ９月１６日（火）～１０月２４日（金）
１１月１０日（月）
１１月１１日（火）

１１月２５日（火）

Ｂ日程 １２月 １日（月）～ １月 ９日（金）
１月１９日（月）
１月２０日（火）

１月３０日（金）

Ｃ日程 １月３０日（金）～ ２月２０日（金）
３月 ３日（火）
３月 ４日（水）

３月１１日（水）

短期実務コース（１月入校・６ヶ月）
（訓練期間 令和８年１月～令和８年６月）

募集期間 選考日 合格発表

１０月２１日（火）～１１月２１日（金） １２月４日（木） １２月１１日（木）

実施済み

実施済み

実施済み



Ｃ日程募集人数について
71

DTP・Webデザインコース

福祉住環境・ＣＡＤコース

PCビジネスコース 職域開拓コース

基礎実務コース

身体障害者向け 知的障害者向け

精神・発達障害者対象

６名

９名

１１名

９名

５名



オープンキャンパスについて

応募多数の場合は抽選となります。（入校希望者優先）

「ちば電子申請サービス」よりお申込みください。

時間 ９：３０～１１：３０

72

実施日 申込受付開始 申込締切日

第１回 ６月１４日（土） ５月 ７日（水） ５月３０日（金）

第２回 ９月２７日（土） ８月２５日（月） ９月１２日（金）

第３回 １２月１３日（土） １０月２７日（月） １１月２８日（金）

実施済み

個別の見学も随時受け付けております。

実施済み

実施済み



３ 質問回答
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Q1 寮や食堂について知りたいです。

74

今回の説明会では、写真などを用いながら、
できるだけご説明させていただきました。

いかがでしたでしょうか。

ご不明な点がありましたら、
森または伊藤までお気軽にご連絡ください。



Q2 車で通うこと可能ですか？

75

▸車での通学は可能です。

▸車両通校希望者は、通学車両を本校に登録し、
通学許可証を発行します。

▸登録の際には、車検証・運転免許証・自賠責保険・任意保険
などの書類を提出していただきます。



Q3 現在、中学校３年生です。

 卒業後に通うこと可能ですか？

76

▸本校の応募条件は義務教育を修了ですので、中学校を卒業されていれば
 応募可能です。

▸ただし、本校の訓練は1年間の訓練課程のため、中学卒業後すぐに受講する 

と、修了時点で16～17歳となります。

▸現在の就労環境を考えると、働くには少し早い場合もありますので、
まずは他の進路や支援の場を検討されることをおすすめすることがあります。

▸もちろん、個別の事情によって考え方は異なりますので、状況を伺いながら
相談対応いたします。



Q4 中学から学校に行っていません通うこと

 は可能ですか？

77

▸本校の訓練は、基本的に1日7時間・週5日で行っており、出席率80％以上が必要となります。

▸そのため、生活リズムや体力面が安定して通えるかどうかが大切なポイントになります。

▸一方で、これまで数年間引きこもっていた方が、ご自身で本校を見つけ、休まず通って就職
された例もあります。

▸また、職域開拓コースでしたら訓練当初は1日5時間の訓練からスタートするため、比較的
負担が少ないと思います。

▸まずは、ご本人が見学に来ていただくことをおすすめします。状況を伺いながら、相談にも
対応しますので、お気軽にご連絡ください。



Q5 通院をしたことがなく診断名がついていません。

通うことできますか？

78

▸現時点では、すぐに入校していただくことが難しい状況です。
・応募には障害者手帳が原則必要。
・ただし、精神・発達障害の方は、医師の診断書でも可能。

▸まずは医療機関を受診し、医師による診断を受けていただくことが
 必要になります。

▸診断が確認できましたら、あらためてご相談ください。



Q6 訓練が終了したあとは、どのように就職活動、就職に繋がっていく

のか事例をいくつか教えていただけますと幸いです。

79

▸本校では、在校中から訓練と並行して就職活動を行うことを基本としています。
(在校中の就職活動は説明させていただいた通りです。)

▸そのため、多くの訓練生は修了時点で進路が決まっている状況です。

▸修了時点で就職活動を継続する場合は、ハローワークや障害者就業・生活支
援センター等と連携しながら、引き続き就職活動を行います。

【事例１】
在校中に企業と実習の調整を進めていたが、双方の都合により修了までに実習が実現しなかったケースがあった。
その場合、障害者就業・生活支援センターに登録し、訓練生の状況や企業情報を引き継いで、実習・就職をめざした。

【事例２】

修了時点で就職が決まらなかった訓練生に対し、履歴書作成支援や面接練習、求人情報の提供、他支援機関の
紹介などを行った。修了後は、基本的に本校職員が一緒に就職活動を行うことはありませんが、必要に応じて相談
やアドバイスに対応し、就職活動を支援しています。



Q7 障害者職業能力開発校と福祉サービス

(計画相談や就労移行)と情報共有や連携をする機会  
はあるか教えていただけますと幸いです。

80

▸はい、あります。

▸本校では、訓練生の状況に応じて、計画相談支援事業所や就労移行支援事
業所等の福祉サービスと情報共有や連携を行っています。

▸具体的には、訓練中の様子や就労に向けた課題、進路の方向性などについ
て、本人の同意を得たうえで共有し、切れ目のない支援につなげることを大切
にしています。

▸修了後の進路選択や就職活動が円滑に進むよう、関係機関と連携しながら
支援しています。



Q8 障害者職業能力開発校と就労移行支援事業所

との違いについて教えていただけますと幸いです。

81

選考 対象者通所時期 期間 訓練の特徴

障害者テクノ
スクール

あり 訓練生
4月～

翌3月
1年

専門的な技術指導中心
カリキュラムに沿った
訓練内容

就労移行支援
事業所

なし 利用者 随時
2年

(3年)

就労準備性への個別アプ
ローチ
独自の教材開発・支援



職業

技術

労働習慣

対人関係

日常生活管理

健康管理

障害者テクノスクール、障害福祉サービス等の特徴

就労準備性ピラミッド

82

就職するまでには、段階的な準備が必
要だという考え方



労働習慣

健康管理

障害者テクノスクール、障害福祉サービス等の特徴

就労準備性ピラミッド

83

土台がしっかりしていないと、
ピラミッドは崩れやすい

＝
長く働き続けることが難しくなる

土台が安定するほど、上の段階に
進みやすくなる



障害者テクノスクール、障害福祉サービス等の特徴 84

職業

技術

労働習慣

対人関係

日常生活管理

健康管理

就
労
移
行

自
立
訓
練

障害者テクノスクール

SSTの実施

PSWの配置

職
域
開
拓

基
礎
実
務

ヒューマン
スキル

テクニカル
スキル

医
療

学
校
教
育(

特
支)

Ｄ
Ｔ
Ｐ  

福
祉

Ｐ
Ｃ

・人によって、どの段階から始めるかは異なります。
・現在、障害のある方の就労支援は様々な分野で行われています。
・状況に応じて、支援機関を使い分け・連携していくことが大切です。




